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防災チャイム放送時間を変更　
10/1（日）から16：30に

　区では、防災行政無線の機能点検を目的として、毎日夕方にチャイム放送を行っています。「ウェストミンスター寺院の
鐘」による放送は、外で遊ぶこどもたちにとって、帰宅を促す目安としても親しまれています。10月から3月までの期間は、
放送時間を16：30に変更します。ご理解のほどよろしくお願いします問▢危機管理課危機管理係☎3647-9382、℻3647-9651

　
区
で
は
、
国
が
定
め
た
「
マ
ン
シ

ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
を
図

る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
」
に
基
づ

き
、「
江
東
区
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適

正
化
推
進
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
区
内

に
数
多
く
存
在
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
が
、

今
後
も
適
正
に
維
持
管
理
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
管
理
適
正
化
に
対
し
て
、

区
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
指

針
や
そ
れ
を
図
る
た
め
の
施
策
等
を

定
め
る
も
の
で
す
。
こ
の
た
び
、
本

計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

※
こ
の
計
画
で
定
め
る
「
マ
ン
シ
ョ

ン
」
と
は
、
₁
つ
の
建
物
を
多
く
の

人
が
区
分
し
て
所
有
す
る
、
い
わ
ゆ

ア
ー
ト
の
秋

江
東
区
長

木
村

　弥
生

　「
◯
◯
の
秋
」。
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
。
私
は
な
ん
た
っ
て
「
食
欲
の
秋
！
」
な
の
で
す

が
、
今
日
は
「
ア
ー
ト
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
私
は
「
ア
ー
ト
の
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
江
東
区
に
は
東
京
都
現
代
美

術
館
が
あ
り
、
近
所
に
個
性
的
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
点

在
し
て
い
ま
す
。
障
害
者
ア
ー
ト
の
分
野
で
は
、
障

害
児
・
者
の
通
所
施
設
へ
の
美
術
講
師
の
派
遣
や

「
ア
ー
ト
パ
ラ
深
川
（
8
面
参
照
）」
の
よ
う
な
民
間

の
活
動
も
元
気
で
す
。

　
と
も
す
れ
ば
、
ア
ー
ト
は
「
と
っ
つ
き
に
く
い
」

「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
印
象
を
も
た
れ
が
ち
で
す
が
、

素
直
に
感
じ
て
楽
し
む
、
そ
れ
が
一
番
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
絵
画
や
彫
刻
、
音
楽
、
伝
統
工
芸
、
ダ

ン
ス
、
映
画
、
お
祭
り
…
。
心
に
響
く
、
心
を
ゆ
り

動
か
す
、
そ
ん
な
ア
ー
ト
の
魅
力
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
は
画
材
屋
さ
ん
が
好
き
で
、
街
で

見
つ
け
る
と
ふ
ら
ふ
ら
引
き
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
扉
を
開
け
る
と
、
そ
こ
は
別
世
界
。
色
と
り
ど

り
の
画
材
や
紙
の
世
界
に
包
ま
れ
て
幸
せ
。
絵
の
具
、

筆
、
ク
レ
パ
ス
、
パ
ス
テ
ル
、
水
彩
色
鉛
筆
、
そ
し

て
何
冊
も
の
サ
イ
ズ
の
違
う
、
ま
っ
さ
ら
な
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
。
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
買
い
足
し
て
い
る
う

ち
に
、ず
い
ぶ
ん
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
道
具
ば

か
り
揃
え
て
満
足
し
て
い
て
、
ど
う
す
る
木
村
？
」

と
自
分
で
自
分
に
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
る
始
末
で
す
。

　
日
本
の
伝
統
色
と
そ
の
名
前
も
素
敵
で
す
。
浅
葱

色
（
あ
さ
ぎ
い
ろ
）、
深
川
鼠
（
ふ
か
が
わ
ね
ず
み
）、

東
雲
色
（
し
の
の
め
い
ろ
）。
日
本
語
の
美
し
さ
も
、

微
妙
な
色
合
い
も
、
眺
め
て
い
て
飽
き
ま
せ
ん
。
私

の
画
材
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
。

る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
い
い
ま
す
。

計
画
（
素
案
）
の
内
容
と

意
見
の
募
集

　
計
画
素
案
の
全
文
は
、
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
区
役
所
₂
階
）、
住
宅
課
（
区

役
所
₅
階
₁
番
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
区
の
考
え

方
は
、
後
日
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
開
し
ま
す
。
な
お
、
ご
意
見
に
対

す
る
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

﹇
対
象
﹈区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方﹇
募
集
期
限
﹈₁₀
月
₂₅
日
（
水
）
必
着

﹇
提
出
方
法
﹈区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
窓

口
、
ま
た
は
①
氏
名
②
住
所
（
区
外

の
方
は
在
勤
・
在
学
等
も
）
③
ご
意

見
を
記
入
し
、
〒
１３５
―
８３８３
区
役
所
住

宅
課
住
宅
指
導
係
へ
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で

管
理
計
画
認
定
制
度

　
区
で
は
、「
江
東
区
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
適
正
化
推
進
計
画
」
の
策
定
と

と
も
に
、
管
理
計
画
認
定
制
度
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。
管
理
計
画
認
定

制
度
と
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
計

画
が
一
定
の
基
準
を
満
た
す
場
合
に
、

認
定
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
早

期
の
認
定
取
得
を
希
望
す
る
マ
ン
シ

ョ
ン
の
管
理
組
合
は
、
事
前
に
住
宅

課
住
宅
指
導
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。問▢

住
宅
課
住
宅
指
導
係

 

☎（
3
6
4
7
）9
4
7
3

 

℻（
3
6
4
7
）9
2
6
8

ｅ▢jutaku@city.koto.lg.jp

　「
江
東
区
こ
ど
も・子
育
て
支
援
事

業
計
画
（
令
和
₂
年
度
〜
₆
年
度
）」

の
次
期
計
画
を
令
和
₆
年
度
に
策
定

し
ま
す
。
計
画
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
に
規
定
す
る
教
育
・
保
育

事
業
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
を
踏
ま
え
つ
つ
、
対
象
を
乳
幼

児
か
ら
青
少
年
期
ま
で
と
し
、
こ
ど

も
の
貧
困
対
策
も
盛
り
込
む
な
ど
、

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
総

合
計
画
と
し
て
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　
計
画
策
定
に
向
け
て
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
教
育
・
保
育
・
子
育
て
支
援

等
の
「
現
在
の
利
用
状
況
」
や
「
今

後
の
利
用
希
望
」
等
を
把
握
す
る
た

め
、「
区
民
意
向
調
査
」
お
よ
び
「
子

育
て
世
帯
生
活
実
態
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。
下
表
の
と
お
り
、
調
査
対

象
者
の
方
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
調
査
は
区
が
委
託
し
た

調
査
機
関
が
実
施
し
ま
す
。

締▢
₁₀
月
₂₃
日
（
月
）

問▢
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
こ
ど
も
政

策
推
進
担
当

 

☎（
3
6
4
7
）9
6
7
1

 

℻（
3
6
4
7
）9
1
9
6

　
区
議
会
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

議
会
活
動
を
よ
り
一
層
広
く
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
本
会
議
の
ほ
か
決
算

審
査
特
別
委
員
会
お
よ
び
予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
模
様
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
生
・
録
画
中
継
し
て
い
ま
す
。

区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
も

視
聴
で
き
ま
す
。
ま
た
、
傍
聴
も
可

能
で
す
。

時▢
﹇
令
和
5
年
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
﹈

₉
月
₂₇
日
（
水
）
午
前
₁₀
時
〜

﹇
令
和
4
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員

会
﹈

₉
月
₂₈
日
（
木
）・
₂₉
日
（
金
）、
₁₀

月
₂
日
（
月
）・
₃
日
（
火
）・
₅
日

（
木
）
午
前
₁₀
時
〜

人▢
傍
聴
定
員
₃₀
人

※
開
会
後
も
定
員
に
空
き
が
あ
れ
ば

傍
聴
可

申▢
当
日
、
区
議
会
事
務
局
へ

問▢
区
議
会
事
務
局
議
事
係

 

☎（
3
6
4
7
）3
5
4
7

 

℻（
3
6
4
7
）0
4
3
0

　
区
で
は
、
一
定
規
模
以
上
の
敷
地

で
建
築
行
為
等
を
行
う
際
に
、
基
準

に
基
づ
く
緑
化
計
画
書
の
提
出
を
求

め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、「
Ｃ
Ｉ
Ｔ

Ｙ
　
Ｉ
Ｎ

　
Ｔ
Ｈ
Ｅ

　
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

（
み
ど
り
の
中
の
都
市
）」
の
さ
ら
な

る
推
進
と
都
市
環
境
の
向
上
の
た
め
、

維
持
管
理
に
関
連
し
た
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

　
₁₀
月
₁
日
（
日
）
に
「
江
東
区
み

ど
り
の
条
例
施
行
規
則
」
が
改
正
さ

れ
、
散
水
栓
等
の
「
屋
上
設
備
」
や

階
段
等
を
含
む
「
屋
上
管
理
経
路
」

な
ど
の
緑
地
の
管
理
方
法
、
鳥
類
に

よ
る
被
害
防
止
策
等
の
記
入
が
必
要

に
な
り
、
様
式
が
一
部
変
更
に
な
り

ま
す
。
詳
細
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問▢
管
理
課
Ｃ
Ｉ
Ｇ
推
進
係

 

☎（
3
6
4
7
）2
0
7
9

 
℻（
3
6
4
7
）8
4
5
4

　
結
核
は
過
去
の
病
気
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
今
で
も
都
内
で
は
年
間

約
1
、5
0
0
人
、
区
内
で
も
1
0

0
人
近
い
方
が
新
た
に
結
核
と
診
断

さ
れ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
約
₄
割
を

₂₀
〜
₅₀
歳
代
の
働
く
世
代
が
占
め
て

い
ま
す
。

長
引
く
せ
き
は
赤
信
号

　
結
核
の
初
期
症
状
は
、
せ
き
、
た

ん
、
微
熱
で
す
。
い
ず
れ
も
、
結
核

特
有
の
症
状
で
は
な
い
た
め
、
初
め

か
ら
結
核
を
疑
わ
れ
る
こ
と
は
ま
ず

あ
り
ま
せ
ん
。
症
状
が
₂
週
間
以
上

続
く
場
合
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
結
核
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

等
で
早
期
発
見
で
き
る
病
気
で
す
。

「
せ
き
」が
な
か
な
か
お
さ
ま
ら
な
い

場
合
、
医
療
機
関
を
受
診
し
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
の
実
施
を
主
治
医
の
先

生
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
症
状
が

進
む
と
、
周
り
に
感
染
を
拡
げ
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
早
め
の
受
診
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
健
康
診

断
を
受
け
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

結
核
と
診
断
さ
れ
た
ら

　
結
核
は
薬
を
飲
み
続
け
れ
ば
治
り

ま
す
。
治
療
は
半
年
以
上
か
か
り
ま

す
が
、
治
る
ま
で
確
実
に
服
薬
で
き

る
よ
う
、
区
で
は
患
者
の
方
一
人
ひ

と
り
へ
治
療
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

ご
心
配
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問▢
保
健
所
保
健
予
防
課
感
染
症
対

策
係

 

☎（
3
6
4
7
）5
8
7
9

 

℻（
3
6
4
7
）7
0
6
8

区分 対象者 送付数 抽出方法

区民意向
調査

就学前児童保護者 3,000人

住民基本台
帳に基づく
無作為抽出

小学生（低学年）保護者 1,500人
小学生（高学年）保護者 1,500人
小学生（高学年）本人 1,500人
中学生および高校生世代本人 2,000人

子育て世帯
生活実態
調査

小学5年生本人および保護者 各2,000人
中学3年生本人および保護者 各2,000人
児童育成手当受給者
（小学生高学年および中学生
の保護者）

1,608人 全員


